
2004 年度 委員会活動成果報告 
（2005 年 3 月 8 日作成） 

委員会名 JASS15（左官工事）改定小委員会 主 査 名：古賀一八 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

材料施工委員会（内外装工事運営委員会） 委員長名：嵩 英雄 

設 置 期 間    2003 年 04 月   ～ 2006 年 03 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 

2006 年 3 月末を目標に左官工事標準仕様書(JASS15)の改定作業を行っている。 
2004 年度の委員会活動の目標は、本文案の骨子と解説の概要作成を目標としてい

る。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員の構成は、現 JASS15 執筆者を中心として、学識経験者、施工管理、材料メーカー、

工事団体としている。 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

下地 WG、仕上げ WG を 2004 年度から設置し、各々下地関連および仕上げ関連

の標準仕様書作成業務を行う。 

2004 年度予算  130,000 円 

 
項  目 自己評価 

委員会活動状況 
（開催日・参加人数） 

小委員会については本年度は 7 回実施、参加者は平均 11 名程度である。 
各 WG においては、本年度 12 回開催し、参加者は各々15 名程度である。 

（成果の具体的内容、成果の学術的・技術的・社会的価値、ホームページ等での公開の有無） 
3 月中に各 WG が仕様書本文原案を作成。 
4 月以降 7 月までに仕様書本文の精査を進める。 
現行 JASS15 の内容が、一般の設計者に解り難いものとなっている傾向があるの

で、仕様書の構成、解説の充実などを図っている。 
また、左官工事は技能者の技量によるところが大きいので、性能を明確に表現す

ることが難しいが、性能規定化の観点から可能な限り性能が明確になるように努

めている。 得られた成果 

委員会 HP アドレス：  

（当初の活動計画と得られた成果との関係） 

目標の達成度 

各 WG から 3 月末に仕様書本文が提出される予定なので、当初予定より遅れ気

味である。達成度は 80%と考える。 

その他評価すべき 
事項 

 

 


